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免疫抑制活性を持つ FK-506に取り込まれる 

ユニークな 2－アルキルマロニル‐CoA生合成遺伝子の同定 

宮澤 岳 

 
 ポリケチド化合物は多様な構造と生物学的活性をもつ天然物である。ポリケチド骨格形成

反応にはさまざまな脂肪酸アシル CoAが基質として取り込まれる。ユニークな 2‐アルキル

マロニル‐CoAが取り込まれる例として、プロピルマロニル‐CoA (FK506)、へキシルマロニ

ル‐CoA(フィリピン)、ブチルマロニル‐CoA(リベロマイシン A)などが報告されているが、これ

らの 2‐アルキルマロニル‐CoA生合成機構は不明である。2‐アルキルマロニル‐CoA生合

成機構の解明はさまざまなポリケチド化合物の構造多様化につながる可能性がある。 
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要旨 
 FK506 は免疫抑制活性をもつ二次代謝産物であり、現在臓器移植の際の免疫抑制剤として

登録された。FK506 と FK520 は生物遺伝学的に関係性のある天然物であり、PKS/NRPS 複

合体により合成される。FK520の遺伝子クラスターの塩基配列は完全決定しているのに対し、

FK506 の遺伝子クラスターは一部しか塩基は配列が決定されておらず、さらなる遺伝子の同

定により供給される基質の推定が期待される。本研究では FK506 遺伝子クラスターの未知領

域の同定と、その領域に存在しているユニークな伸長側鎖の生合成遺伝子の発見を報告する。 
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